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 原著論文

西日本の里山林内における葉リター変形菌の分布パターン

高橋和成１・井内由美２・野村貴子３

Distribution pattern of litter-inhabiting myxomycetes in a satoyama forest
of western Japan

Kazunari TAKAHASHI1, Yumi IUCHI2, and Takako NOMURA3

Abstract:  Little is known about the species diversity of myxomycetes in a forest consisting of varied 
vegetation types. Present study was conducted to document myxomycetes occurring on leaf litters 
in a satoyama (anthropogenic secondary forest) in western Japan, characterized by different tree 
types including deciduous, evergreen, and coniferous.  Myxomycetes occurring on leaf litters from 
six tree species, representing distinctive vegetation types on a forest slope, were observed regarding 
the species richness and community structure. Leaf litters from the sites dominated by (A) Cerasus 
jamasakura, (B) Quercus serrata, (C) Quercus glauca, (D) Ilex pedunculosa, (E) Cryptomeria japon-
ica, and (F) Pinus densiflora yielded, respectively, (a) 13, (b) 8, (c) 10, (d) 4, (e) 4, and (f) 4 species. 
In total, there were found 20 species of litter-inhabiting myxomycetes in forest. Ordination plots of 
non-metric multidimensional scaling analyses showed the association between myxomycetes diver-
sity, tree species diversity, and cellulose decomposition activity in leaf litter deposit. A single species, 
Physarum melleum, was found in all litter types. However, 12 myxomycete species were characteris-
tic to specific litter types, differing in relative abundance. To rephrase, myxomycete species were not 
equally distributed in the forest, and were most diverse in site (A) dominated by C. jamasakura tree, 
and decomposition of cellulose in leaf litter was faster owing to the yield abundant myxomycete oc-
currences. The findings may help understand the patterns of myxomycetes distribution in association 
with the forest vegetation types.
Key words: Cerasus jamasakura, cellulose decomposition, forest vegetation, species richness, var-
ied leaf litter
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I．はじめに

森林生態系では，樹木がつくり出す環境に

様々な微生物が生活している．林床に供給され

る倒木や落葉などの有機物は，微生物によって

分解され，腐植を形成している．多くの変形菌

は，こうした腐植で生活し，分解微生物である

細菌や菌類を摂食したり(Madelin 1984)，有機

物を分解したり(Fukasawa e t  a l . 2017)するな

ど，森林生態系の一員として物質循環に関与す

ると考えられている．

変形菌は真核生物のアメーボゾア(Amoebozoa)
に属する原生生物の仲間である．胞子が発芽して生

じたアメーバ細胞やそれらが融合した多核単細胞の

変形体は，細菌や有機物を摂食して増殖する．栄養

増殖した変形体は，後に子実体を形成し胞子を拡

散する．そのため，変形菌は森林内の倒木や落

葉，草本遺体，樹幹の樹皮など様々な基物で

広範囲に生育することが可能である．しかし，

変形菌は均一に分布するのではなく，種によっ

て基物タイプや樹種に対して選好性をもつ( Ing 
1994)．例えば,森林の落葉層には葉リター変形

菌( foliicolous myxomycetes)の種群が生活し，樹種

への選好性が報告されている(Takahashi  e t  a l . 
2009)．森林は地形や立地環境によって構成樹種が

異なったり,特定の森林内でも異なる樹種が優占する

林分で構成されていたりする．変形菌の樹種への選

好性は，種多様性を豊かにする要因であるが，森林

内における林分の構成と変形菌の分布パターンにつ

いては未だ十分に分かっていない．

森林植生と変形菌との関係は，マクロなスケー

ルでの研究報告があり，北米(Stephenson 1989),
ヨーロッパ(Lado 1993)，中米の亜熱帯(Novozhilov 
et al. 2001)，フィリピン(Macabago et al. 2016)，日本

(Takahashi and Harakon 2010)などから報告され,地理

的な境界や植生の違いにより変形菌群集も異なると

言われている．しかし，特定の森林内において樹

種構成の違いに関係づけたミクロな視点での研

究はわずかである．タイ北部の雨緑樹林では二
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つの樹種(Dipterocarpus sp.とMacaranga denticulata)
の葉リターで変形菌が豊富に発生することが報

告されている(Tran e t  a l 2006)．日本の里山二

次林では，Takahashi(2013，2015)により葉リ

ター変形菌の群集構造が，常緑広葉樹や落葉広

葉樹といった樹種タイプにより異なり，種によ

っては樹種タイプへ選好性があることが報告さ

れている．しかし，特定の林内で林冠の優占樹

種による葉リターが変形菌の分布にどのように

影響しているのかは分かっていない．本研究で

は，都市近郊の自然である里山において林冠構

成樹種に焦点を当て，それによる葉リター樹種

の違いが，変形菌の多様性や分布パターンに与

える影響を調査した．

II．研究方法

１．調査地

調査地は，西日本の瀬戸内海沿岸地域の兵庫県

姫路市太市中の丘陵地にある｢姫路市自然観察の森｣

(図１)で，この森は1960年代までは地域の代表的な

里山林として農耕資材林や薪炭林として利用されて

いた．現在では国のモニター林の指定を受け，市

民の自然観察や環境体験学習の場として利用され

ている．約59ヘクタールの森の南西斜面には，林

冠を形成する優占樹種により植生が異なる林分が

モザイク状に分布している(日本野鳥の会 2014)．

調査地の気候は瀬戸内型気候に属し，気象庁のホ

ームページにより近隣のアメダス地点(標高38.2m, 

N34°50.3ˊ，E134°40.2ˊ)で，過去30年間(1981

～2010)の日平均気温は15.2℃，年降水量は1199mm
で，温暖少雨の気象条件下にある．

調査した森林は，優占樹種により落葉広葉樹

林，常緑樹林，針葉樹林の林分から構成され，か

つて人間活動による森林利用の影響を受け，その後

再生した二次林から成る里山地域(環境省 2001)

に立地している．標高65m～105mの南向きの山腹

(960m×308m，29.6ha)では,アカマツ Pinus densiflo-
ra Sieb. & Zucc.，ヤマザクラ Cerasus jamasakura (Sieb. 
ex Koidz.) H.Ohba，コナラ Quercus serrata Murray，ソ

ヨゴ Ilex pedunculosa Miq.，アラカシ Quercus glauca 
Thunb.，スギ Cryptomeria japonica (Thunb. ex L.f.) 
D.Don がそれぞれ優占する林分がある．これらの優

占種が異なる６地点(図１)の林分で，区画法による

植生調査を行った．林内で10m×10mの方形区をと

り，区画内に生育する樹木について，その樹種と樹

高や被度を階層別(高木層，亜高木層，低木層)に記

録した．被度は地表を樹木が覆う割合として，１%
以下：＋，10%：１，25%以下：２，50%以下：３, 

75%以下：４，75%を越える場合：５として記録し

た．６地点の森林構造の様子は，図２に示した．斜

面上部(標高105m)には，針葉樹のアカマツ(図２A)

が残存し，落葉広葉樹のヤマザクラ(図２B)が優占

する林分がある．斜面中部には落葉樹のコナラ(図

２C，標高90m)やソヨゴ(図２D,標高85m)が優占す

る林分がある．コナラの樹齢は伐採木の年輪から39

年と推定された．斜面下部では常緑樹のアラカシ

(図２E，標高65m)が優占する林分がある．また，斜

面中部にはスギの植林地(図１F，標高90m)がある．

林分における構成樹種は，落葉広葉樹，常緑樹，針

葉樹の三つのタイプに類別し，樹種タイプごとに被

度の割合(%：樹種の被度合計値/15×100)を求めた

(表１)．ただし，階層構造の被度合計値を最大被度

５×３層=15とした．腐植層の深さは，表層土壌の

色の違いで識別し記録した．林分により林冠までの

樹高は９～20m，腐植層は３～22cm，構成樹種は３

～６種類であった(表１)．測定したデータは，環境

要因の変数として利用した．

２．葉リターの採取とコンテナ自然培養

葉リターは毎年供給される新規葉リターとし，

林床の表層から採取した．11月頃から落葉した広葉

樹の葉リターは2014年３月下旬に採取し，常緑樹の

葉リターは落葉時期に合わせて４月下旬に採取し

た．葉リターは６地点の林床の表層から熊手で集

め，プラスチック袋(90ℓ)の３袋に収集した．葉リ

ターからは，太さ約５mm以上の小枝片はすべて除

去した．その後，斜面下部に位置するアラカシ林

内の培養地点(図１のE地点，標高68m，N34.8851°, 
E134.6199°)に移し，平置きしたコンテナ(容量

60ℓ，L72cm×W41cm×H20cm)に樹種別に集積した

(６樹種×３コンテナ)．コンテナの底には水抜き穴

(直径８mm)を等間隔で４ヵ所あけ，コンテナと地

面との間にはプラスチックシートを敷いた．こうし

たコンテナ自然培養法(高橋 2014)により葉リター

で発生してくる変形菌の子実体を５月下旬から10月

下旬まで２週間ごとに定期的に観察した．

樹種による葉リターの分解速度を比較する目的

で，葉リター中でのセルロースの分解を調べた．先

行研究(佐藤ほか 2012，高橋 2017)に従い，ベンチ

コートろ紙(6.25g)をナイロン製の網袋(２mmメッ

シュ，20cm×25cm)に入れ，樹種ごとにコンテナの

葉リター堆積の底に埋設(５月５日)した．培養実験

の終了時期(10月26日)に６枚のろ紙による残存量を

平均値(乾燥重量)で求めた．そして，減少したろ紙

重量を求め,セルロース分解活性(実験開始時からの

重量減少量/6.25g×100)として%で示した.

３．変形菌の観察と同定

コンテナ内の葉リターで発生してくる変形菌の子

実体の観察は，目視とルーペを使って２週間に１回
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図１．姫路市自然観察の森における葉リター採取地点．各地点の林冠の優占樹
種，A: アカマツ，B: ヤマザクラ，C: コナラ，D: ソヨゴ，E: アラカシ，F: 
スギ. 葉リターのコンテナ自然培養はE地点(標高68m，34.8551˚N，134.6199˚E)
で行った．地形図は地理院地図Globeを引用した.

図２．葉リター採取地点の森林構造と林床の様子．林冠の優占樹種は，A: 
アカマツ，B: ヤマザクラ，C: コナラ，D: ソヨゴ，E: アラカシ，F: 
スギである．３月下旬に撮影．
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のペースで定期的に行った(図３A)．子実体が着生

した落葉や小枝は，すべて採取し，紙袋に入れて保

存した．変形菌の発生量はコロニー数で表し，ある

種の子実体の１コロニーを１サンプルとして記録し

た．ただし，基物である葉や葉片(葉の１/２以上が

残存しているもの)，および小枝片(直径５mm以下

の長さ５cm以上)に３個以上の子実体が着生してい

る状態を１コロニーとした．種の同定にあたり，子

実体の外部形態を実体顕微鏡で観察し，さらにプレ

パラートを作成して内部形態の細毛体や胞子を顕微

鏡観察した．種名は山本(1998)に従い，同定した標

本は葉リターの樹種ごとに整理し，出現種と発生量

を一覧表にした．

４．解析方法

出現種は葉リターの樹種別にまとめて変形菌群集

とした．それぞれの群集内で種の相対優占度(ある種

の出現数n／総出現数N×100)を%で求め，最大値を

占める種をその群集の優占種とした．変形菌群集間

の比較には，百分率類似度(PS)を利用し，葉リタ

ーの樹種タイプ間(落葉樹，広葉樹，針葉樹)で比較

した．百分率類似度は，PS=∑min(a,b,c,….x)で求

めた．ここで，a,b,c,….xは出現したi種の２つの

樹種における相対優占度のうち小さい方の値で，そ

れらをすべての種について積算した値がPSの値と

なる．その値は２つの樹種間ですべての種の相対優

占度が完全に一致すればPS=１となり，全く一致し

ないときはPS=０となる．

変形菌の種による樹種選好性は，独立性の検定

により，特定の樹種に偏った出現をした種を抽出し

た．解析には，エクセル統計解析ソフト(エスミ)

使用した．変形菌群集は，非計量多次元尺度構成

法(NMDS)により群集構造を解析し，序列化した．

この解析は，分析ソフトPAST v. 2.17(Hammer et al. 
2001)を利用し，先行研究(Takahashi 2015)において

葉リター変形菌群集の構造解析で利用され，有用性

が実証されている．変形菌群集のNMDSによる第１

軸と第２軸のスコア値は環境要因と相関分析し，変

形菌の生育に影響する要因を検討した．

III．結果

１．出現種

葉リターでは変形体の発生が観察され(図３B)，
６タイプの葉リターから５属20種(変種を含む)の子

実体が出現し，それらの発生量は全体で709サンプ

ルになった．葉リターの樹種による出現種数は，落

図３．葉リターの自然培養と発生した変形体および子実体．A: コンテナに集積
した葉リターと変形菌の観察風景，B: 落ち葉に発生した変形体(矢印)，C: 
マルサカズキホコリ，D: ゴマシオカタホコリの胞子散布した後の胞子のうと
軸柱，E: コカタホコリ，F: シロエノカタホコリ．スケールバー = １mm.
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葉樹のヤマザクラ13種，コナラ８種，常緑樹のアラ

カシ10種，ソヨゴ４種，針葉樹のスギ４種，アカマ

ツ４種であった(表１)．また,各種の発生量は表２

に示した．ヤマザクラでは発生量が最大の258サン

プルに達し，次にスギでは199サンプル，コナラで

は177サンプル，アラカシでは64サンプル，アカマツ

では６サンプル，ソヨゴでは５サンプルであった．

出現種の相対優占度を比較すると，マルサカズ

キホコリ(28%)，次にツツサカズキホコリ(19%)，

ゴマシオカタホコリ(15%)であった(表２)．分類群

の目ごとに整理すると，ケホコリ目のヘビヌカホコ

リ(Hemitrichia serpula)を除き,他の19種はモジホコ

リ目(Physarales)に属し，それらの発生量は全体の

97%を占めた.葉リターの樹種によって変形菌の優

占種は異なり，ヤマザクラではマルサカズキホコリ

(図３C)，コナラではツツサカズキホコリ，アラカ

シではゴマシオカタホコリ(図３D)，スギではマル

サカズキホコリであった．一方,ソヨゴとアカマツ

では数個の発生量しかないため，優占種は明らかで

はなかった．

２．樹種と出現種との関係

独立性の検定から，葉リターの樹種による偏った

出現が12種でみられた(表２)．ヤマザクラには，マ

ルサカズキホコリ，ハイイロフクロホコリ，カタホ

コリ，コカタホコリ(図３E)，ヘビヌカホコリ，バ

ークレイホネホコリ，ヒメカタホコリの７種が遍在

した．コナラには，ツツサカズキホコリ，アカモジ

ホコリ，ヘビフクロホコリの３種が遍在した．アラ

カシにはゴマシオカタホコリ，シロエノカタホコリ

(図３F)の２種が遍在した．また，スギにはマルサ

カズキホコリ，ゴマシオカタホコリが遍在した．樹

種タイプでは,落葉樹で10種，常緑樹で２種，針葉

樹で２種の遍在が見られた．

変形菌の出現種数と環境要因(標高，樹高，腐植

層，樹種構成,セルロース分解)との関係を相関分析

した(表３)．セルロースの分解活性は，ヤマザク

ラで60.5%の最大で，アカマツで37.5%の最少であ

った(表１)．変形菌の出現種数と正の相関をもっ

た環境要因は，林分の樹種数(r=0.663，p=0.172)と
セルロース分解(r=0.716，p=0.124であった．しか

し，樹種構成で発生量は樹種数に有意な正の相関

(r=0.908, p=0.009)をもち，セルロース分解にも正

の相関(r=0.795，p=0.062)を示した．変形菌の出現

種数と発生量は，葉リターを形成する広葉樹の種数

が多いことと落葉の成分であるセルロースの分解活

表１．葉リター採取林分の優先樹種と森林構造およびセルロース分解割合と変
形菌の出現種数と発生量．

表２．姫路市自然観察の森の樹種が異なる葉リターに出現した変形菌の出現種と発生量及び群集間の百分率類似
度．全体の相対優先度と類似度はイタリックで示す．独立性の検定による有意水準，＊p＜0.05，＊＊p＜0.01
を示す．
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性に影響を受けていた．

３．変形菌群集の類似性

６種類の葉リターにおける変形菌群集は非計量

尺度構成法(NMDS)により序列化(図４)され，環境

要因との関係が示された(表４)．NMDSの第１軸に

対し，変形菌群集はアカマツ，ソヨゴ，コナラ，ア

ラカシ，ヤマザクラ，スギの順に配置した．ヤマザ

クラとスギは樹種のタイプが異なっても群集の類似

性は近い関係にあった．第１軸は８つの環境要因の

内で，セルロースの分解にのみ有意な負の相関を示

した(表４，r=-0.877，p=0.019)．一方，第２軸は

いずれの環境要因にも顕著な相関を示さなかった．

ヤマザクラの高木が生育する林分は，変形菌の

出現種数と発生量が最多になっていた(表１)．そこ

で，ヤマザクラの変形菌群集を基準として，他の葉

リター群集の百分率類似度を求めた(表２)．類似性

の高い順にスギ PS=0.38，アラカシ PS=0.30，コナ

ラ PS=0.14，ソヨゴ PS=0.11，アカマツ PS=0.06で
あった．これは，NMDSの第１軸の序列化に一致し

た．樹種のタイプ別では，落葉広葉樹と常緑広葉樹

の間では出現種はそれぞれ15種と11種で，類似度は

PS=0.43であった．また，常緑広葉樹と針葉樹(７

種)の間ではPS=0.38，落葉広葉樹と針緑樹の間で

はPS=0.26であった．里山林における林分間では落

葉広葉樹と常緑広葉樹の間で，葉リター変形菌群集

の類似性が，より高くなっていた．

４．変形菌の林内分布

NMDSの第１軸で負のスコアに序列化されたヤマ

ザクラとスギでは，樹種のタイプが異なっても葉リ

ター堆積中のセルロース分解活性が高く，発生量が

多い変形菌群集になっていた(表１)．一方，第１軸

の正のスコアにはセルロースの分解活性が低いアカ

マツとソヨゴの群集が配置し，それらでは出現種数

と発生量が少なくなっていた．調査した林分は山腹

の同一斜面で標高60m～100mの範囲にあり,地形的

な立地が変形菌群集に影響してはいなかった．それ

よりも，林分による林冠優占樹種の違いと葉リター

の分解活性が変形菌の分布に強く影響していた．分

解速度が速い葉リターでは,変形菌の発生量が多くな

り，種の豊富さは葉リターの樹種に依存していた．

スギやアカマツの針葉樹葉リターでは変形菌の出現

種数が４種と少ない一方で,ヤマザクラ葉リターでは

最大の13種が出現した．里山の優占樹種が異なる林

分により，葉リター変形菌の群集構造は異なった．

IV．考察

岡山県南部の里山で落葉広葉樹のアベマキ林と常

緑広葉樹のアラカシ林の葉リターに発生する変形菌

群集は，先行研究(高橋・波田 2008)によってそれ

ぞれ20種と25種が確認され，それらの群集間の百分

率類似度はPS=0.231と報告されている．また，岡山

市近郊の里山林では，ヤマザクラ，アベマキ，アラ

カシ，コジイ，クスノキ，アカマツの樹下で採取し

た新規葉リターおよび竹林の葉リターから48種の変

形菌が記録され，落葉広葉樹(34種)と常緑広葉樹(38

種)の群集間の百分率類似度はPS=0.44と報告されて

表３．変形菌の出現種数・発生量と環境要因との相関関
係．有意水準＊＊p＜0.01．

表４．非計量多次元尺度構成法の第１軸と第２軸における
変形菌群集のスコアと環境要因との相関関係．有意水
準＊p＜0.0５．

図４．非計量多次元尺度構成法による変形菌群集の序列化お
よび環境要因との関係．葉リター樹種による変形菌群集
は，▲: アカマツ，スギ，●: ヤマザクラ，コナラ，♦: 
アラカシ,ソヨゴである．
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いる(Takahashi 2013)．このように，落葉の時期や樹

種タイプが異なる葉リター間では,生育する変形菌の

群集構造が異なることが明らかである．本研究の調

査地である｢姫路市自然観察の森｣では，過去２年間

の調査で林内の葉リターから33種の変形菌が確認さ

れ(Takahashi and Iuchi 2014)，落葉広葉樹(23種)と

常緑広葉樹(24種)の群集間の類似度はPS=0.36とさ

れた．本研究では，29ha程度の限られた森林域で落

葉広葉樹と常緑広葉樹の群集間の類似度がPS=0.43
となった．これは,近接した林分間では類似性が高

くなることを示唆している．落葉広葉樹や常緑広葉

樹の樹種数が多い林分では変形菌の種数は増える一

方で，針葉樹が優占すると変形菌の出現種数は減少

した．つまり，森林内の樹種構成は，変形菌の種分

布に強い影響を与える要因であるといえる．また,

樹種や立地による葉リターの分解速度の違いは，変

形菌の発生量に影響することが示された．

樹木の樹種によって樹皮pHが異なり,樹皮生変形

菌は樹種やpHに選好性をもつことが知られている

(Takahashi 2014)．葉リターでは，樹種により含まれ

る成分や分解に伴う養分量の変化に違いがあり(片桐

ほか 1970)，新規葉リターの堆積層では樹種により

pHが異なることやセルロースの分解活性が異なるこ

とが報告されている(Takahashi 2015)．したがって，

葉リターの化学的・微生物的な特性は変形菌の葉リ

ターへの分布や発生量に影響すると考えられる．ア

ベマキ葉リターに化学肥料投与することで，その基

質のpHを変化させると，セルロース分解活性や変形

菌の発生が影響を受けている(高橋 2017)．つまり，

葉リターの樹種と分解環境の違いは,変形菌群集の

種構成や発生量に影響を与えている．森林生態系に

おいて，変形菌は腐食連鎖を通して腐植形成に係わ

り，林内の物質循環に寄与していると推定される．

｢姫路市自然観察の森｣での調査(Takahashi 2015)

では，５種の林冠構成樹の下で葉リターに発生する

変形菌を調べている．その結果，ヤマザクラ高木の

樹下で他の樹種よりも多い21種の変形菌が確認され

ている．それを基準にして他の樹種との変形菌群集

の類似度を求めると，コナラ樹下(15種)は類似度が

PS=0.40，アラカシ樹下(20種)はPS=0.26，ソヨゴ

樹下(12種)はPS=0.20となる．ヤマザクラ以外の樹

種では出現種数が減少し，ヤマザクラ樹下との類似

性が低下しているのである．本研究では，葉リター

を一か所に移設して自然培養したが，やはりヤマザ

クラ林分の葉リターで変形菌の出現種数と発生量が

最大になった．したがって，ヤマザクラ林分は変形

菌に最適な生育環境を提供し,里山において変形菌

の種多様性を高めているといえる．ヤマザクラは里

山の広範囲に散在的に自生し，四季の景観にとって

重要な役割を果たしているが，実はヤマザクラは選

択的に刈り残され意識的に保護された樹木と言われ

る(山本･高橋 1990)．ヤマザクラは，変形菌の種多

様性にとっても重要な樹木であり，景観的価値とと

もに身近な里山に残されるべき有用木といえる.し

かし，今日では常緑広葉樹林化によって好陽性の

ヤマザクラは周辺の林冠構成木から被圧され，立ち

枯れ等が生じている(藤井ほか 2009)．里山の適切

な植生管理がなされることにより，四季の景観や微

生物を含めた生物多様性が維持されることを望む．

近年では，都市域と原生的な自然との中間に位置

する里山は，生物多様性の維持に欠かせない場とし

て注目されている(環境省 2001)．里山林における

落葉樹と常緑樹の異なる植生では，変形菌群集の百

分率類似度は高くはなく，先行研究を含めPS=0.23-
0.44の範囲であることが分かってきた．変形菌の胞

子は風散により広域に分布する(Kamono et al. 2009)
が，種によっては葉リター樹種への選好性があり，

森林の樹種構成により変形菌の出現種と発生量が影

響を受ける．こうした変形菌相の違いは森林内の微

環境を知るためのバロメーターとなり，大型の動植

物での調査からは得られない情報が得られる．すで

に，都市公園においては変形菌相によって，自然成

熟度の評価を試みた研究がある(岩田・鈴木 2008).

今後は，地域の里山林や都市公園などにおいて変形

菌の多様性を広く調査し，自然環境の新たな評価に

つなげたい．
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要約

多くの変形菌が森林の葉リターで生活するが，

森林を構成する樹種との関係は明らかではない．本

研究では，西日本の里山林で一つの山腹を構成す

る樹種が異なる林分(常緑広葉樹，落葉広葉樹，針

葉樹林)で，葉リターに発生する変形菌相を比較し

た．葉リターは，ヤマザクラ，コナラ，アラカシ，

ソヨゴ，スギ，アカマツのそれぞれが優占する林分

から採取し,各葉リターに発生する変形菌を５月か

ら10月の期間を通して調べた．その結果，各葉リタ

ーからは13種，８種，10種，４種，４種，４種の変

形菌が発生し，全体では20種が確認された．非計量

多次元尺度構成法で変形菌群集を序列化すると，そ

の配置は林分の構成樹種数と葉リター中でのセルロ

ース分解活性とに有意な正の相関を示した．シロジ

クキモジホコリはすべての樹種の葉リターに出現し

たが，12種は樹種により偏って出現した．変形菌の

里山林内での分布パターンは均一ではなく，種の多

様性はヤマザクラ林分で最大となり，発生量はセル

ロース分解活性の高い葉リターで多くなることが明

らかになった．
(2018年12月７日受理)


